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の海域で発生した地震の震源モデルの推定が可能である．2011 年 3 月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地
震 (東北沖地震，Mw 9.0) の前後には，この震源の周辺において小規模な津波を伴う地震が幾つか発生し，




 東北沖地震発生前の 51 時間以内に起こった Mw 7.2 と Mw 6.6 の 2 つのプレート境界型地震について震源
断層モデルを推定したところ，それぞれ，プレート境界断層上の 40 × 40 km および 40 km × 20 km の領域
がおよそ 1.2 m および 0.3 m すべったことが明らかになった．断層破壊の範囲は，いずれの地震も破壊の開
始点より down-dip 側に広がり，相互に重なり合わない．Mw 7.2 の地震の発生後，その破壊域から東北沖地
震本震の破壊開始点に向かって，Mw 6.6 の地震の破壊域，その後の小さな余震の活動域が，発生時間順に分
布する．このことは，Mw 7.2 の地震から顕在化した非地震性すべりが，Mw 6.6 を含む大小の地震を引き起
こしながら拡大して東北沖地震の発生に至る，というプレート境界断層上での地震性・非地震性すべりの連
鎖的な過程があったことを示唆する．Mw 6.6 の地震の応力降下量は，一連の活動の端緒となった Mw 7.2 の 
地震に比べ有意に小さく，非地震性すべりの影響下で発生した可能性を支持する．さらに，近地津波データ
により求められた Mw 7.2 の地震の破壊域を基準として，同じ海域で 1981 年に発生した M 7.0 の地震の破
壊域の相対位置関係を，両地震による津波を共通に捉えた沿岸観測点での記録にもとづいて推定すると，2011
年の地震では，1981 年と共通する部分が再破壊しただけでなく，up-dip 側にまで破壊が拡大したこと 
が明らかとなり，同一断層パッチの繰り返し破壊に見られる複雑性が示された． 
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生した正断層型イベントの断層下端は 35 – 40 km，深部の逆断層型イベントの断層上端は 45 – 50 km と推
定された．これは，東北沖地震前のスラブ内浅部地震発生域の下限 (約 25 km) および深部地震発生域の上
限 (約 40 km) よりも深く，東北沖地震の影響によって地震活動の深さ分布が変化したことが明らかになっ
































下によって説明される．同じ太平洋プレート内では 2011 年 7 月に東北地方太平洋沖地震の震源域
直下において，プレート内の共役な 2 枚の横ずれ断層の同時破壊による地震が発生したが，この
領域では東北地方太平洋沖地震による擾乱が小さく，プレート内地震発生深度の顕著な変化は認
められないことが，本研究の解析の結果から明らかとなった． 
 以上のように，久保田達矢提出の論文は，震源近傍の海底で得られた津波波形を解析すること
により，これまでの地震波や遠地の津波，地殻変動のデータによる震源解析では明らかにするこ
とが難しかった，海域下で発生する地震の震源モデルを詳細に推定できることを示しただけでな
く，こうした地震の解析を通して巨大地震の発生過程やその力学的影響の理解を進める上で重要
な学術的貢献を果たしている。このことは，同人が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究
能力と学識を有することを示している．したがって，久保田達矢提出の論文は，博士（理学）の
学位論文として合格と認める． 
